
「
横
浜
に
住
む
」
と
い
う
こ
と
①

市
民
の
居
住
意
識
と

住
み
や
す
さ

横
浜
市
民
の
居
住
環
境
に
対
す
る
満
足
度
は
高
い
。

市
民
の
３
人
に
２
人
が
現
在
の
居
住
環
境
に
満
足
し
、
８
割
以
上
が
横
浜
市
内
に
定
住
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
暮
ら
し
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
子
育
て
期
や
高
齢
期
な
ど
人
生
の
各
段
階
）
や
年
齢
、

家
族
構
成
に
応
じ
て
、
市
民
の
居
住
環
境
に
対
す
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
も
明
確
に
異
な
っ
て
き
て
お
り
、

多
様
な
暮
ら
し
方
を
受
け
と
め
る
居
住
環
境
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
時
代
が
訪
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
市
民
意
識
調
査
や
市
民
生
活
行
動
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
横
浜
の
居
住
環
境
に
対
し
て
市
民
が
ど
の
点
に
満
足
し
、

ま
た
ど
ん
な
点
を
重
視
し
て
い
る
の
か
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
世
帯
形
態
の
相
違
に
着
目
し
て
考
え
る
。

市
民
の
居
住
意
識
と
定
住
意
向

　
横
浜
市
民
の
居
住
環
境
に
対
す
る
満
足
度
は

比
較
的
高
く
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
横
浜
へ
の

定
住
意
向
も
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。

　
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
の
居
住
環
境
に
満
足

し
て
い
る
市
民
は
6
5
・
９
％
、
不
満
に
思
っ
て
い

る
市
民
は
2
2
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の

３
人
に
２
人
が
現
在
の
居
住
環
境
に
満
足
し
て

い
る
平
成
1
2
年
度
市
民
生
活
行
動
調
査
）
。

　
ま
た
、
現
在
の
住
ま
い
や
周
辺
環
境
に
つ
い

て
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
て
い
る
市
民
は

8
　
1
％
に
及
ぶ
一
方
、
「
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
て

い
る
市
民
は
1
5
・
７
％
で
、
市
民
の
大
半
は
現

在
の
居
住
環
境
を
住
み
や
す
い
も
の
と
考
え
て

い
る
平
成
り
千
度
市
民
意
識
調
査
）
。

　
市
民
の
定
住
意
向
を
見
る
と
、
「
今
の
住
ま
い

に
住
み
続
け
る
」
と
考
え
る
市
民
は
7
2
・
３
％

に
達
し
、
ま
た
、
横
浜
市
内
に
住
み
続
け
た
い

と
考
え
る
市
民
は
8
1
・
９
％
に
及
ん
で
お
り
、

８
割
以
上
の
市
民
が
横
浜
へ
の
定
住
意
向
を
持

っ
て
い
る
平
成
1
3
年
度
市
民
意
識
調
査
）
。

　
市
内
定
住
意
向
は
こ
こ
1
5
年
間
、
ほ
ぼ
8
0
％

前
後
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
現
住
地
定
住
意

向
は
、
平
成
４
年
以
降
や
や
低
下
し
た
が
、
こ

こ
数
年
で
ふ
た
た
び
7
0
％
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

市内定住意向

現住地定住意向と市内定住意向の経年変化
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住
み
や
す
さ
・
居
住
環
境
へ
の

満
足
を
つ
く
る
要
因

　
居
住
環
境
の
よ
し
あ
し
を
決
め
る
要
素
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
居
住
環
境

に
対
し
て
市
民
は
具
体
的
に
ど
ん
な
点
を
重
視

し
、
ど
ん
な
点
に
満
足
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
生
活
す
る
都
市
と
し
て
の
横
浜
へ
の
評
価
の

特
徴
と
し
て
、
ま
ず
、
交
通
や
買
い
物
、
通
勤

や
通
院
の
便
利
さ
な
ど
の
「
利
便
性
に
関
す
る

要
因
」
を
重
視
す
る
市
民
の
比
率
が
高
く
、
ま

た
そ
れ
に
満
足
し
て
い
る
市
民
は
重
視
す
る
人

の
比
率
を
上
回
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
の
静
か
さ
や
、
緑
や
自
然
・

公
園
や
緑
地
な
ど
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か

さ
と
い
っ
た
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
　
（
う
る
お
い
）
に

関
す
る
要
因
」
も
、
重
視
度
が
高
く
、
満
足
度

は
そ
れ
を
上
回
っ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
防
災
や
防
犯
、
子
供
を
安

心
し
て
育
て
る
環
境
な
ど
「
安
全
性
に
関
す
る

要
因
」
は
、
比
較
的
重
視
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
満
足
度
は
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
横
浜
は
市
民
の
居
住
意

識
か
ら
み
る
と
「
交
通
や
買
い
物
の
便
利
さ
」

と
い
っ
た
生
活
の
利
便
性
と
「
自
然
環
境
や
オ

Ｉ
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
豊
か
さ
」
と
い
っ
た

生
活
の
う
る
お
い
や
快
適
さ
が
バ
ラ
ン
ス
良
く

両
立
し
つ
つ
あ
る
都
市
と
い
え
る
。

　
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
や
犯
罪
な

ど
に
対
応
し
た
都
市
の
危
機
管
理
に
対
す
る
市

民
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
「
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
」
居
住
環
境
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
世
帯
形
態
で

異
な
る
満
足
度
と
重
視
点

　
次
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
お
よ
び
誰
と
住

ん
で
い
る
か
と
い
う
世
帯
単
位
ご
と
の
居
住
環

境
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
違
い
を
見
て
み
よ

う
。

　
ま
ず
居
住
環
境
全
般
に
対
す
る
満
足
度
で
は
、

満
足
度
が
高
い
の
は
お
し
な
べ
て
中
高
年
層
で

あ
る
が
、
一
人
暮
ら
し
の
市
民
（
特
に
若
年
・

中
年
層
）
は
満
足
度
が
低
く
、
不
満
度
が
高
い
。

特
に
若
年
層
の
未
婚
者
で
は
、
一
人
暮
ら
し
層

の
満
足
度
は
低
い
が
、
親
と
同
居
し
て
い
る
層

で
は
満
足
度
は
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

若
年
層
の
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
化
の
原
因

を
探
る
上
で
も
興
味
深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
い
る
夫
婦
で
は
、
未
就
学

児
の
い
る
夫
婦
が
、
そ
れ
以
上
の
子
ど
も
の
い

る
夫
婦
よ
り
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
学
齢
以
前
の
子
育
て
が
、
公
園
な
ど
身

近
な
居
住
環
境
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
く
な

る
た
め
、
そ
れ
だ
け
評
価
が
切
実
に
な
る
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
居
住
環
境
全
般
に
対
す
る
満
足
度

の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
層
が
居
住
環
境

の
ど
の
よ
う
な
点
を
重
視
し
、
ど
ん
な
点
に
満

足
、
不
満
を
感
じ
て
い
る
か
に
も
大
き
く
関
係

し
て
い
る
。

　
居
住
環
境
を
つ
く
る
個
別
の
要
因
へ
の
重
視

点
と
満
足
点
を
市
民
層
ご
と
に
見
る
と
、
ま
ず

若
年
単
身
層
、
若
年
夫
婦
層
で
は
、
交
通
・
買

い
物
・
通
勤
の
便
利
さ
と
い
っ
た
「
利
便
性
」

を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
中
・
高
年
単

身
、
中
・
高
年
夫
婦
、
学
齢
以
上
の
子
ど
も
の

い
る
夫
婦
で
は
、
「
緑
や
自
然
の
豊
か
さ
」
を
重

視
す
る
傾
向
が
強
く
、
年
齢
層
と
子
ど
も
の
有

無
に
よ
っ
て
、
重
視
す
る
要
因
が
異
な
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
若
年
単
身
層
で
は
、
交
通
・
通
勤

の
便
利
さ
で
満
足
度
が
高
い
が
、
公
園
や
緑
地
、

教
育
・
学
習
環
境
、
近
所
づ
き
あ
い
、
防
災
・

防
犯
な
ど
で
満
足
度
が
低
い
。

　
ま
た
、
中
年
単
身
層
で
は
、
交
通
・
通
勤
の

便
利
さ
、
飲
食
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
便
利
さ
な

ど
の
満
足
度
が
高
い
が
、
自
然
の
豊
か
さ
、
街

並
み
、
公
園
・
緑
地
、
近
所
づ
き
あ
い
、
病
院

の
便
利
さ
な
ど
で
満
足
度
が
低
い
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
居
住
環
境
の
利
便
性
に

つ
い
て
は
満
足
度
が
高
い
も
の
の
、
自
然
環
境

や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
居
住
環
境
の
う

る
お
い
や
快
適
さ
に
は
不
満
を
感
じ
、
人
と
人

と
の
顔
の
見
え
る
関
係
（
家
族
・
近
隣
関
係
等
）

な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
安
全
・
安
心
性
に
は
不
安

を
抱
え
て
い
る
一
人
暮
ら
し
層
の
姿
が
浮
か
び

平成１２年度　横浜市　市民生活行動調査　調査概要

１　調査目的

市民の生活行動を、居住、仕事、子育て、通院、買い物、余暇、地域活動、環境

保全、防犯・防災など多角的な側面からとらえ、各生活分野における行動パター

ンを把握するとともに、市内・市外に及ぶ市民の行動圏の実態を分析した。また、

各分野における満足度や要望・不満をとらえた。

２　頂査概要

調査対象者……20歳以上の横浜市内在住の市民・男女

設定標本数……5,000人

標本抽出方法…住民基本台帳からの無作為抽出法

調査方法………質問紙（アンケート票）を用いた郵送によるマス･サンプル調査

調査実施時期…平成12年12月に調査票発送，回収

有効回収数……2,246票（回収率44.9％）　　　　　　　。

主な調査項目…居住環境／地域活動／環境・防災／仕事／学習・能力開発／

　　　　　　　育児・教育／高齢者の介護／通院／買い物／遊び・趣味・

　　　　　　　余暇活動／生活価値観・関心事／横浜の魅力と不満

３　ライフステージ別分析について

本調査では、市民の世帯形態やライフステージの展開が多様化していることを

ふまえ、同一世帯に同居する家族や子どもの学齢などにより、対象者の中から
以下の市民層を典型的な世帯形態・ライフステージをもつ層として抽出し、分

析を行った。
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上
が
る
。

　
ま
た
、
未
就
学
児
と
小
中
学
生
の
子
ど
も
の

い
る
夫
婦
で
は
「
公
園
・
緑
地
な
ど
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
」
や
「
子
育
て
環
境
の
よ

さ
」
を
重
視
し
て
い
る
が
、
「
子
育
て
環
境
」
で

は
重
視
度
の
高
さ
に
比
べ
て
満
足
度
は
低
い
。

さ
ら
に
、
高
年
単
身
層
や
高
年
夫
婦
、
高
校
生

以
上
の
大
き
な
子
ど
も
の
い
る
夫
婦
は
、
「
防
災

や
防
犯
な
ど
で
の
安
心
」
や
「
病
院
・
医
院
の

近
さ
・
便
利
さ
」
を
比
較
的
重
視
し
て
い
る
が
、

「
病
院
・
医
院
の
近
さ
・
便
利
さ
」
で
は
満
足
度

が
重
視
度
を
上
回
る
一
方
で
、
「
防
災
・
防
犯
」

で
は
、
満
足
度
は
重
視
度
に
及
ん
で
い
な
い
。

　
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
、
高
齢
者
層
も
安
心
し
て
、

安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
が
う

か
が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
家
族
の
あ
り
方
や

暮
ら
し
方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
居
住
環
境
に

対
す
る
市
民
の
関
心
や
重
視
す
る
事
柄
も
異
な

っ
て
お
り
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

居住環境の満足度‐今後の居住環境への重視点

ライフステージ・世帯形態別にみた居住環境への重視点・満足点

親と同居単身層 育児夫婦

子育て夫婦若年夫婦若年単身層

中年単身層 中年夫婦 学生同居夫婦

成人同居夫婦高年夫婦高年単身層
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